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プレコンセプションケアという言葉を耳にする機会は増えてきましたが，その本質的な意味や広がりについては，ま
だ十分に共有されているとは言えないかもしれません．妊娠を希望する人への支援として捉えられることも多い一方で，
本来は，将来の健康やライフプランについて考え，よりよい健康につなげていくための，ライフコース全体を見据えた
取組です．

本特集を通して，プレコンセプションケアは特定の専門職や一つの制度の中だけで進められるものではなく，教育，
保健，医療，職域など，それぞれの現場がつながりながら推進していくことの重要性を感じていただけるのではないでしょ
うか．とくに，思春期という早い段階から信頼できる情報に触れる機会をつくり，若者が自身の生活や健康について考え，
関心を向けられるよう支えることは，今後の実践を考えるうえで重要な視点になるように思います．一方で，誰に，ど
のような形で支援を届けるのか，実践の効果をどのように評価していくのかなど，まだ模索の途上にある課題も少なく
ありません．本特集が，読者の皆さまそれぞれの立場から「自分の現場では何ができるだろうか」と考えるきっかけと
なり，プレコンセプションケアの広がりが，より多くの人の健康を支える実践へとつながっていくことを願っています．
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